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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第34期
第１四半期
連結累計期間

第35期
第１四半期
連結累計期間

第34期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 2,776,295 2,983,139 11,623,078

経常利益 (百万円) 70,662 40,962 373,248

四半期(当期)純利益 (百万円) 13,678 23,948 201,382

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △18,157 13,310 105,387

純資産額 (百万円) 6,654,783 6,888,657 6,906,238

総資産額 (百万円) 11,329,107 11,976,571 11,703,674

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 2.49 4.36 36.63

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 57.2 55.5 56.9

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

４．第34期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災による甚大な被害により、企

業の生産活動、個人消費等に大きな影響を生じました。その後、一部復興に向け、回復の兆しが見えるもの

の、原発事故による電力供給の不安や風評被害等により、先行き不透明な状況で推移しております。

　このような状況の中、当社グループの当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高29億83百万円（前年

同期比7.5％増）、経常利益40百万円（前年同期比42.0％減）、四半期純利益23百万円（前年同期比

75.1％増）と、ほぼ当初の予想に沿った結果となりました。

　セグメント別の業績は、次のとおりであります。

　〔樹脂材料〕

　樹脂材料につきましては、住宅関連用途、工業機材用途の出荷は、堅調に推移いたしましたが、建設資材用

途、自動車用途等の出荷が減少し、その結果、売上高15億1百万円（前年同期比14.6%増）、セグメント損失

（経常損失）27百万円（前年同期は経常損失14百万円）となりました。

　〔機能化学品〕

　機能化学品につきましては、建設機械・重工業用機械用途等の出荷は比較的堅調に推移いたしましたが、

自動車関連用途等の出荷が減少し、その結果、売上高14億81百万円（前年同期比1.1%増）、セグメント利益

（経常利益）76百万円（前年同期比14.6%減）となりました。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に、重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は57百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,850,000

計 18,850,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,500,000 5,500,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は
1,000株
であります。

計 5,500,000 5,500,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年４月１日～
平成23年６月30日

― 5,500,000 ― 1,100,900 ― 889,640

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）  
普通株式   　3,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 5,496,000 5,496 ―

単元未満株式 普通株式     1,000 ― ―

発行済株式総数 5,500,000 ― ―

総株主の議決権 ― 5,496 ―

(注) １　単元未満株式の中には、自己株式337株が含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成23年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本ユピカ株式会社
東京都千代田区
紀尾井町４番13号

3,000 ― 3,000 0.05

計 ― 3,000 ― 3,000 0.05

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成23年４月１

日から平成23年６月30日まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人により四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

日本ユピカ株式会社(E00865)

四半期報告書

 6/16



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,901,722 1,847,308

受取手形及び売掛金 4,216,015 4,288,079

商品及び製品 799,168 875,009

仕掛品 62,606 107,759

原材料及び貯蔵品 451,788 488,564

その他 655,260 670,849

貸倒引当金 △2,001 △2,001

流動資産合計 8,084,560 8,275,569

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 782,773 773,114

機械装置及び運搬具（純額） 864,281 893,748

土地 1,340,442 1,340,442

その他（純額） 76,582 137,419

有形固定資産合計 3,064,080 3,144,724

無形固定資産 11,168 10,886

投資その他の資産

その他 544,064 545,591

貸倒引当金 △200 △200

投資その他の資産合計 543,864 545,391

固定資産合計 3,619,114 3,701,002

資産合計 11,703,674 11,976,571

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,127,999 3,292,147

短期借入金 357,789 421,971

未払法人税等 107,250 30,634

引当金 74,948 40,096

その他 228,687 386,248

流動負債合計 3,896,675 4,171,099

固定負債

退職給付引当金 467,518 460,272

役員退職慰労引当金 58,434 58,291

再評価に係る繰延税金負債 312,532 312,532

資産除去債務 23,439 23,478

その他 38,834 62,239

固定負債合計 900,760 916,814

負債合計 4,797,435 5,087,914
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,100,900 1,100,900

資本剰余金 889,640 889,640

利益剰余金 4,244,003 4,229,475

自己株式 △1,400 △1,400

株主資本合計 6,233,143 6,218,614

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 22,600 21,032

土地再評価差額金 468,798 468,798

為替換算調整勘定 △68,236 △60,341

その他の包括利益累計額合計 423,162 429,489

少数株主持分 249,932 240,553

純資産合計 6,906,238 6,888,657

負債純資産合計 11,703,674 11,976,571
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年６月30日)

売上高 2,776,295 2,983,139

売上原価 2,309,722 2,538,771

売上総利益 466,572 444,367

販売費及び一般管理費 395,843 407,294

営業利益 70,729 37,072

営業外収益

受取利息 881 768

受取配当金 8,809 8,715

その他 496 1,824

営業外収益合計 10,187 11,308

営業外費用

支払利息 4,710 3,441

売上割引 1,927 2,005

その他 3,616 1,970

営業外費用合計 10,254 7,418

経常利益 70,662 40,962

特別損失

固定資産除却損 1,673 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 40,634 －

特別損失合計 42,307 －

税金等調整前四半期純利益 28,355 40,962

法人税等 41,663 33,979

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△13,308 6,983

少数株主損失（△） △26,987 △16,965

四半期純利益 13,678 23,948
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△13,308 6,983

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6,400 △1,568

為替換算調整勘定 1,552 7,895

その他の包括利益合計 △4,848 6,326

四半期包括利益 △18,157 13,310

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 8,069 26,406

少数株主に係る四半期包括利益 △26,226 △13,096
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

　　　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取

　　引銀行４行と貸出コミットメント契約を締結して

　　おります。

　　　当連結会計年度末における貸出コミットメン

　　トに係る借入未実行残高等はつぎのとおりであ

　　ります。

　　貸出コミットメントの金額       500,000千円 

　　借入実行残高                       ― 千円

    差引額                         500,000千円

　　　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取

　　引銀行４行と貸出コミットメント契約を締結して

　　おります。

　　　当第１四半期連結会計期間末における貸出コミ

　　ットメントに係る借入未実行残高等はつぎのとお

　　りであります。

　　貸出コミットメントの金額       500,000千円 

　　借入実行残高                       ― 千円

    差引額                         500,000千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりで

あります。

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間 
(自　平成23年４月１日 
　至　平成23年６月30日)

　　減価償却費　　　　　　　　　 　74,071千円 　　減価償却費　　　　　　　　　 　71,205千円

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月24日
取締役会

普通株式 38,487 7 平成22年３月31日 平成22年６月25日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月９日
取締役会

普通株式 38,476 7 平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

その他
（注１）

合計
樹脂材料 機能化学品 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,311,0681,465,2272,776,295― 2,776,295

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,311,0681,465,2272,776,295― 2,776,295

セグメント利益又は損失(△) △14,960 89,26074,299△3,636 70,662

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに帰属しない全社共通費用及び連結利益調整であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と一致しております。

　

  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

その他
（注１）

合計
樹脂材料 機能化学品 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,501,9131,481,2252,983,139― 2,983,139

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,501,9131,481,2252,983,139― 2,983,139

セグメント利益又は損失(△) △27,817 76,25548,438△7,475 40,962

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに帰属しない全社共通費用及び連結利益調整であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と一致しております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

平成23年３月期第３四半期連結会計期間より、組織変更による報告セグメントの変更をしております。

　なお、報告セグメント変更後の、前第１四半期連結累計期間に係る報告セグメントごとの売上高及び利

益又は損失の金額に関する情報は、「前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６

月30日）」に記載しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 2.49円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 円
　

１株当たり四半期純利益金額 4.36円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 円
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につきましては、潜在株式がないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

四半期純利益(千円)　　　　　　　　：① 13,678 23,948

普通株主に帰属しない金額(千円)　　：② ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円)　：①－② 13,678 23,948

普通株式の期中平均株式数(株) 5,498,242 5,496,663

　

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

平成23年５月９日開催の取締役会において、平成23年３月31日の株主名簿に登録された株主に対し、次の

とおり期末配当を行うことを決議いたしました。

　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　38,476千円

　②　１株あたりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　 7円00銭

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成23年６月27日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月12日

日本ユピカ株式会社

取締役会  御中

　

東陽監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    原　口　隆　志    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    菊　地　康　夫    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本
ユピカ株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本ユピカ株式会社及び連結子会社の平成23
年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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